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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、クチコミ／ｅクチコミによる情報がスポーツ消費者行動の意思決
定に及ぼす影響を分析することによって、スポーツ参加やスポーツ観戦に至る行動を実証研究により解明するこ
とであった。
　本研究では、京都マラソン（リアル大会）に参加したランナー、おんらいん京都マラソン（オンライン大会）
に参加したランナー、京都ハンナリーズの観戦経験があるファン、フルマラソン経験者であるスポーツ参加者を
対象として調査を実施した。異なる形態でスポーツにかかわるスポーツ消費者行動を分析したことによって、ク
チコミ／eクチコミ行動の特性を明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：   The purpose of this study was to analyze the effects of 
word-of-mouth/e-word-of-mouth information on sports consumer behavior decisions, and to explain the 
behaviors that lead to sports participation and sports viewing through empirical investigation.
   In this study, we conducted a survey of runners who participated in the Kyoto Marathon (real 
event), runners who participated in the Onlain Kyoto Marathon (online event), fans who had watched 
the Kyoto Hannahlies, and sports participants who had run a full marathon. By analyzing the sports 
consumer behavior related to sports in various forms, we were able to identify the characteristics 
of word-of-mouth/e-word-of-mouth behavior.

研究分野： スポーツマーケティング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　スポーツ消費者を対象としたクチコミ研究では、これまでクチコミ情報の受信行動に焦点が当てられてクチコ
ミによる影響が分析されてきた。本研究では、スポーツ参加やスポーツ観戦にかかわるクチコミ情報の入手経
路、および発信経路について分析した。
　また、異なる形態でスポーツにかかわるスポーツ消費者行動を分析したことによって、クチコミ／eクチコミ
行動の特性を明らかにすることができた。そして、送り手と受け手の双方向からスポーツ消費者行動におけるク
チコミ／ｅクチコミの受信行動と発信行動の相互作用についての知見を得ることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
スポーツに参加したりスポーツを観戦したりしようとするスポーツ消費者は、クチコミ（Word 

of Mouth）によって情報を収集してスポーツプロダクトを評価した上で、スポーツ参加やスポ
ーツ観戦をするかどうかの意思決定をすることがある。クチコミによる情報は、人と人の応対に
よる口頭クチコミだけでなく、インターネット上のソーシャルメディアによるｅクチコミのコ
ミュニケーションによって伝達される。伝統的な消費者行動研究では、クチコミは、「商業的な
意図がない送り手と受け手との間で、口頭による対面で交わされるブランド、プロダクト、サー
ビスに関するコミュニケーション」（Arndt, 1967）であると定義づけられている。2000 年代後
半には、インターネットによるコミュニケーションが活発化してソーシャルメディアによるｅ
クチコミもクチコミの一形態として広く使われるようになった。クチコミは、もっとも古くから
存在するメディア（口頭クチコミ）であり、インターネットの普及によって新しく登場したソー
シャルメディア（ｅクチコミ）でもある。アメリカの Word of Mouth Marketing Association
（WOMMA)によると、クチコミは「消費者がマーケティング関連の情報を創造して伝達する行
為」であると定義されており、クチコミが商品やサービスのプロモーションにとって重要な役割
を担っていることが示されている。最近、プロスポーツやスポーツイベントに関わるスポーツマ
ネジメントの現場においても、クチコミによるプロモーションを重要視したマーケティングを
実践しているスポーツ組織が多くなってきている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、クチコミ／ｅクチコミによる情報がスポーツ消費者行動の意思決定に及ぼす影

響を分析することによって、スポーツ参加やスポーツ観戦に至る行動を実証研究により解明す
ることを目的とした。研究枠組Ⅰでは、都市型市民マラソン参加者を対象として、スポーツ参加
者の経験・関与・専門性レベルの違いから、クチコミが受け手となるスポーツ参加者の意思決定
に及ぼす影響を分析した。研究枠組Ⅱでは、オンラインマラソン参加者を対象としてスポーツ参
加者の経験・関与・専門性レベルの違いから、クチコミが受け手となるスポーツ参加者の意思決
定に及ぼす影響を分析した。研究枠組Ⅲでは、プロバスケットボール観戦者を対象として、スポ
ーツ観戦者の経験・関与・専門性レベルの違いから、クチコミが受け手となるスポーツ観戦者の
意思決定に及ぼす影響を分析した。研究枠組Ⅳでは、フルマラソン経験者を対象として、スポー
ツ参加者の経験・関与・専門性レベルの違いから、クチコミが受け手となるスポーツ参加者の意
思決定に及ぼす影響を分析した。 
本研究の課題は、クチコミ／ｅクチコミの送り手と受け手の双方向から分析を行うことで、ス

ポーツ消費者によるクチコミ／ｅクチコミの受発信行動のメカニズムを明らかにすることであ
った。 
 
３．研究の方法 
（１） 本調査研究では、京都マラソン 2019 に参加したランナーを対象としてウェブ調査を実施
し、3,043 票の有効票本を得た。データの分析は、独立変数を性別、従属変数をクチコミ行動と
した。 
（２）本調査研究では、「おんらいん京都マラソン 2021」に参加したランナーを対象としてウェ
ブ調査を実施し、1093 票の有効標本を得た。 
（３）本調査研究では、京都ハンナリーズの観戦経験があるファンを対象として、スポーツ観戦
者のクチコミ行動について明らかにした。2021 年 12 月 6 日から 12 月 7 日までの 2 日間にわた
ってウェブ調査を実施し、100 票の有効標本を収集した。 
（４）「するスポーツ」のケーススタディとして、フルマラソン経験者であるスポーツ参加者を
対象として、クチコミ／e クチコミにかかわるスポーツ消費者行動調査研究を行った。本調査は、
2024 年 2 月 10 日にリサーチ会社に登録されているモニタに対してオンラインリサーチを実施
し、343 の有効標本を得ることができた。 
 
４．研究成果 
（１) マラソン参加者のクチコミ行動 
クチコミ情報の入手経路は、男女ともに「ランニングサイトの個人による投稿」がもっとも多

く、男性が 52.7％、女性が 46.5％であった。入手経路として続いて多いのは、男性では「SNS の
個人による投稿」（26.2％）、「ランニング仲間や関係者との会話」（23.8％）であり、女性では「ラ
ンニング仲間や関係者との会話」（41.1％）、「SNS の個人による投稿」（33.5％）、「家族や友人と
の会話」（29.7％）であった。また、全くクチコミ情報を入手しなかった割合は、男性が 21.4％、
女性が 15.0％であった。女性の方がクチコミ情報を多くの経路から入手する傾向にある。マラ
ソン体験によるクチコミ情報の伝達は、男女ともに「家族や友人との会話」がもっとも多く、男
性が 73.5％、女性が 80.1％であった。続いて、男女ともに「ランニング仲間や関係者との会話」
が多くなっており、男性が 59.2％、女性が 70.9％であった。「SNS による投稿」は男性が 27.9％、



女性が 36.7％であり、「ランニングサイトの個人による投稿」は男性が 17.6％、女性が 18.9％
であった。マラソンの体験を伝達する手段は、eクチコミよりもクチコミの方が高い割合になっ
た。 
 クチコミ情報の出場決断への影響（男性 3.94，女性 4.41）、クチコミ情報の影響度（男性 3.61，
女性 3.97）、クチコミ情報の役立ち（男性 4.57，女性 4.86）において、t検定を行ったところ統
計的に有意な差がみられた。男性よりも女性の平均値が高くなっており、女性の方がクチコミ情
報によってマラソンに参加する意思決定に影響を受けやすいことが明らかとなった。 
（２） オンラインマラソン参加者のクチコミ行動 
オンラインマラソンの経験についてのクチコミの送り手は、「家族や友人との会話」（68.5％）

がもっとも多くなった。フルマラソン未経験者は 81.2％でもっとも高く、フルマラソンの参加
頻度が低いほど高い割合になる傾向がみられた。つぎに、「ランニング仲間や関係者との会話」
（43.0%）が多くなっており、高頻度者（50.1%）がもっとも高い割合になった。「SNS（Facebook、
Twitter、LINE、Instagram、YouTube、など）の個人による投稿」を行ったのは 34.9%であり、未
経験者(49.0%)がもっとも高く、参加頻度が低いほど高い割合になる傾向がみられた。いっぽう
で、「全く体験を伝えようとは思わない」（5.9%）と回答した参加者はかなり低い割合となったが、
高頻度者（7.6%）はほかの参加者と比べてやや高い割合になった。 
 次大会が通常の「京都マラソン 2022」大会になった場合の参加意図については、中頻度者
（94.27%）・高頻度者（94.05%）が高い割合となっており、つづいて低頻度者（85.95%）が高く
なっているが、未経験者（64.97%）は低い割合になっている。 
 次大会がオンライン方式の「京都マラソン 2022」大会になった場合の参加意図については、
未経験者（87.30%）がもっとも高い割合となっており、再度、オンラインマラソンに参加しよう
という思いがあるようである。高頻度者（76.51%）がもっとも低い割合となっており、中頻度者
（81.54%）はやや高い割合となっている。 
（３）プロスポーツ観戦者のクチコミ行動 
年齢層別にクチコミ情報入手経路について分析をした結果、若年層（18～39 歳）では、「家族

や友人との会話」（50.0％）でもっとも多く、「京都ハンナリーズ公式サイトによる投稿」（41.7％）、
「SNS の個人による投稿」（41.7％）が続いて多くなった。中年層（40～59 歳）では、「京都ハン
ナリーズ公式サイトによる投稿」（47.1％）でもっとも多く、次に「家族や友人との会話」（45.1％）
が多くなった。高年層（60～74 歳）では、「京都ハンナリーズ公式サイトによる 
投稿」（57.1％）でもっとも多く、次に「家族や友人との会話」（28.6％）となったが、低い割合
であった。「クチコミ情報を入手しなかった」割合は、高年層（23.8％）がもっとも高くなった。 
 京都ハンナリーズ観戦の決断をするにあたって、クチコミ情報がどのように影響したのかに
ついて分析した結果、クチコミ情報の効果では、「非常にそう思う」（11.9％）、「ややそう思う」
（33.7％）、「どちらでもない」（23.8％）、「あまりそう思わない」（10.9％）、「全くそう思わない」
（1.0％）となった。クチコミ情報の影響力では、「非常に影響した」（11.9％）、「やや影響した」
（32.7％）、「どちらでもない」（26.8％）、「あまり影響しなかった」（13.9％）、「全く影響しなか
った」（1.0％）となった。クチコミ情報の有用性では、「非常にそう思う」（14.9％）、「ややそう
思う」（32.7％）、「どちらでもない」（24.8％）、「あまりそう思わない」（8.9％）、「全くそう思わ
ない」（0.0％）となった。 
（４）マラソン経験者のクチコミ行動 
マラソンにかかわるクチコミ情報の入手経路について分析した。クチコミでは、家族や友人と

の会話が 41.4%でもっとも多く、SNS の個人による投稿が 36.7%と続き、ランニング仲間や関係
者との会話が 33.2%、ランニングサイトの個人による投稿が 33.2 となっている。 
 マラソンにかかわるクチコミ情報の発信経路について分析した。クチコミでは、家族や友人と
の会話が 45.8%でもっとも多く、ランニング仲間や関係者との会話が 26.5%、SNS の個人による
投稿が 18.7%、ランニングサイトの個人による投稿が 16.0%と続いている。一方で、まったく体
験を伝えようとは思わないが 28.6%であることがわかった。 
 研究期間全体を通じて、京都マラソン（リアル大会）に参加したランナー、おんらいん京都マ
ラソン（オンライン大会）に参加したランナー、京都ハンナリーズの観戦経験があるファン、フ
ルマラソン経験者であるスポーツ参加者を対象として調査を実施した。異なる形態でスポーツ
にかかわるスポーツ消費者行動を分析したことによって、クチコミ／eクチコミ行動の特性を明
らかにすることができた。 
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